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(学位静文辞登の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 0 0字以内で作成のこと。 )
蝿牛コルチ器における内有毛細胞および外有毛細胞は、聴覚の主たる感覚器官としてそめ興
奮を鍋牛神経核に送るが、内および外有毛細胞に対する求心性線維・達心性線経のサブタイプ
や役割については不明な点も多い。北首氏姓、コリン作動性神紅細胞のマーカーであるアセチ
ルコリン合成酵素(ChA叩こ注目し、中坤型ChA印加J)と末梢型chA榔ChATのスプ
ライシングバリアントで、 cChATの中央領域を欠く)に対する韓具的抗体を恥、、ラット嫡牛有
毒細胞の辞細な解析を行った。
その結果、以下の点を明らかにした.
1.ヲセン神経節神腫細胞の細胞体と、その軸索と萄えられるコルチ欝に分布する神綴線絶、
蝿牛軸の神経線練において.免疫組織化学的手法によってpChATの存在を明らかにした。
盟.有毛細胞や、中枢に細胞体をもつ神産細胞は、染色されなかった。
3.ヲセン神経節内のpChAT陽性神麓細胞は、小型のⅡ型細胞だと考えられた。
4.蝿牛神経按の除核実験から、 cChAT陰性細胞は遠心性、 pchAT陽性細胞は求心性だと考
えられた。
本論文は、外育毛坤胞の神経支配について新しい知見を阜えたものであり、最終紬として
観丈内容に鵬達した試問を受け合格したので、博士(医学)の学位抽文に催するものと欝めら
れた.,
(総字数5 5 4宰)
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